




















































































情報 -過程 information-processing メカニズム
























































は主張する（Sharrock & Coulter 1998a: 150）。
以上をふまえ、シャロックらは論じるべき本質的
な問題領域を次のように定式化する（Sharrock 








































































































































































































































































































































































































































































































































以上の（Costall & Leudar 1998）および
（Nob l e  1 9 9 8）の議論に、シャロックらは




















































































































































（Sharrock & Coulter 1998a）あるいは（Shar-






































ん な 理 論 で あ っ て も 受 け 入 れ な い 」 と い う
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